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人間を救うのは、人間だ。

  発行：日本赤十字社島根県支部  〒690-0873 松江市内中原町４０  TEL（ 0852 ）21- 42 3 7  http:// www .shimane.jrc.or. jｐ 

平成29年度ɹ島根県支部の収支決算

活動資金（日赤会費・寄付金）へのご協力ありがとうございました

個人・法人の皆さまからお寄せいただく日赤会費や寄付金を財源に、日赤島根県支部で実施した災害救護活動、救急法等の講習会、
ボランティアの育成などにかかる歳入歳出は、以下のとおりです。

●前年度繰越金
19,742千円

歳 入
169,431千円

歳 出
149,784千円

●個人の皆さまからの
ɹ日赤会費・寄付金

●災害救護と防災･減災の普及に 24,085千円

●救急法等を広める活動に 14,564千円

●青少年赤十字活動とボランティア育成に

123,149千円

16,203千円

●地域での赤十字活動に
14,425千円

●会員募集・広報活動に
18,636千円

●その他
14,819千円

●法人の皆さまからの
ɹ日赤会費・寄付金

●海外での救援活動等に

●献血推進・保健衛生活動に

11,720千円

20,516千円

329千円

●赤十字病院や血液センターの
ɹ施設整備に

1,400千円

●支部施設の維持管理・赤十字活動の運営に

39,621千円

※赤十字病院、血液センター、乳児院は施設毎の会計になっており上記決算には含まれません。

※歳入歳出差引額19,647 千円は次年度事業のための繰越金として30年度事業で活用しています。

※千円未満を切り捨てて表記しているため、合計金額は一致しません。

３万円以上の日赤会費・寄付金にご協力いただき、掲載にご了解いただいた皆さまをご紹介いたします。（対象期間：平成30年3月1日～平成30年8月31日）

紙面の都合上ご紹介できませんが、この他にも多くの皆様から活動資金にご協力をいただきました。厚く御礼申し上げます。

※当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。また収集した個人情報につきましては、個人情報保護法及び日本赤十字社の個人情報保護規程に則り取り扱います。

*敬称略・順不同

●個人の皆さま ●お香典からのご寄付 ●法人･団体の皆さま

稲塚ɹ公郎（松江市）

二見鎌次郎（松江市）

又賀ɹ敬子（松江市）

又賀ɹ航一（松江市）

椋木ɹ和雄（松江市）

物部宏太郎（松江市）

物部ɹ伸吾（松江市）

小川ɹ憲治（浜田市）

齋木ɹ良司（浜田市）

吾郷ɹ雄二（出雲市）

千家ɹ尊祐（出雲市）

新田ɹ俊之（出雲市）

森脇ɹ善男（出雲市）

松田ɹ忠一（大田市）

山脇ɹ里美（江津市）

小笠原康二（吉賀町）

花田ɹ弘文（松江市）

矢野ɹ美孝（出雲市）

カナツ技建工業（株）  （松江市）

山陰中央テレビジョン放送（株） （松江市）

（株）島根銀行   （松江市）

（一社）しまね福祉防犯協力会 （松江市）

島根県遊技業協同組合 （松江市）

（福）しらゆり会   （松江市）

松江土建(株）  （松江市）

まるなか建設(株）   （松江市）

（一財）いわみ文化振興会 （浜田市）

（株）第一ホーム  （浜田市）

出雲大社   （出雲市）

（株）環境理化学研究所 （出雲市）

山陰設備工業（株）  （出雲市）

（株）永瀬   （出雲市）

大畑建設（株）  （益田市）

益田地域医療センター医師会病院 （益田市）

（株）森本建設   （益田市）

イワタニ島根（株）   （大田市）

（株）小田商店   （広島県）

以下を明記のうえ、ハガキでご応募ください。

「クロス防災グッズ」 を 10名様  にプレゼント！

①名前 ②郵便番号・ご住所 ③電話番号 ④年齢 ⑤本紙へのご意見・ご感想

●応 募  先ɹɹ〒690-0873ɹ松江市内中原町40ɹ日赤島根県支部 総務課

●応募締切 ɹɹ平成３０年１２月２８日（金）必着

広島県坂町の小屋浦小学校救護所で活動する日赤島根県支部救護班（益田赤十字病院）

ホイッスル

マスク 携帯トイレ タオル

ブランケット スリッパ レインポンチョ



PICK UP

平成30年7月豪雨災害 日本赤十字社の活動特 集

避難所を巡回する支部救護班

ハンドケアを行うこころのケア班

救援物資を搬送する支部職員

義援金を寄託する安来市立広瀬中学校の生徒

被害の大きい岡山県や広島県を中心に、全国から救

護班を延べ64班派遣し、救護所での診療や巡回診療、

保健医療ニーズの調査などを行いました。 

⾧期化する避難生活によるストレスを軽減するため、

こころのケア班延べ42班が、避難所を巡回して、傾聴

やハンドケアなどを実施しました。

医療救護活動

日赤島根県支部が派遣した救護班 ３班 23名
（岡山県・広島県へ）

日赤島根県支部が派遣したこころのケア班 １班 ４名
（広島県へ）

こころのケア活動

日本赤十字社では 7 月 6 日から、災害対策本部等を設置し、被災された方々の命と健康を

守る救護活動に総力を挙げて取り組みました。 

PICK UP

PICK UP

被災された方に届ける２つの支援 あなたの気持ちが、誰かを支える大きな支援につながります。

支援活動をする日本赤十字社を支援

被災された方々への直接的な支援

日本赤十字社の活動を通じて被災された方々を支えます。

全額を被災された方々にお届けします。

活動資金・義援金へのご協力方法は、日赤島根県支部総務課（☎0852-21-4237）へお問い合わせください。

＊救護班の編成：医師１人､看護師3人、薬剤師１人、事務2 ～３人

＊日赤本社が受付をした島根県への義援金（8,752万6,176円）を含む

避難所のニーズ調査に基づき、日赤が備蓄する救援物

資（毛布10,099枚、緊急セット2,536点、安眠セッ

ト1,493点、タオルケット289枚）をボランティアと

ともに被災された方々へお配りしました。

救援物資の配布

日赤島根県支部が配布した救援物資 毛布500枚（岡山県へ）

被災された方々を支援するため、義援金約104億円 （平成

30年9月4日現在） を受付しました。義援金は、被災府県に設

置された義援金配分委員会を通じて被災された方々に届け

られます。

義援金の受付

日赤島根県支部が受付した義援金（平成３０年９月18日現在)

「平成30年7月豪雨災害義援金（被災府県全域へ）」

ɹɹ3,966万6,775円

「平成30年7月豪雨島根県災害義援金（島根県内の被災者へ）」

ɹ 1億307万5,368円 （＊）

PICK UP

＊こころのケア班の編成：臨床心理士1人、社会福祉士1人、事務２人


